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第２ 各課の事業概要（令和６年度実績） 

 

１ 指導予防課関係業務 

 

１－１ 衛生教育 
各種研修会の場などを利用して、関係機関に広く感染症、保健医療対策の向上を図るた

めの衛生教育を実施した。 

令和６年度は３回実施し、延べ参加人員は１３７人である。 
                                   （単位：回、人） 

教 育 内 容 実 施 回 数 延 べ 参 加 人 数 

感染症 

（結核・エイズを除く） 
１ ９ 

結核   

医事・薬事 ２ １２８ 

合計 ３ １３７ 
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１-２ 医療及び薬事関係 
(1) 医療施設等の状況 

病院の施設数は１施設減少し、病床数は１４６床減少した。診療所の施設数は１施設

増加し、診療所病床数は２５床減少した。 

(令和 7 年 3 月 31 日現在)(単位：施設(箇所)、病床数(床)) 

区分 総数 五所川原市 つがる市 鰺ヶ沢町 深浦町 鶴田町 中泊町 

病院 7 5 1 1    

病床数 834 731 43 60    
 一般 500 440  60    
 精神 164 164      
 結核        
 感染症 4 4      
 療養 166 123 43     

診療所無床 74 41 10 5 5 5 8 

診療所有床 2 2      

病床数 31 31      
 一般 31 31      
 療養        

歯科診療所 39 21 9 2 2 3 2 

助産所 1   1    

施術所 82 45 18 5 6 4 4 

歯科技工所 11 7 2 1  1  

衛生検査所        
介護老人保健施設 6 2 1 1 1 1  
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(2) 医薬品販売業者等数 

令和６年度末現在、調剤業務を行う薬局は２施設、一般用医薬品を販売する店舗販売

業は３施設減少した。 

また、コンタクトレンズや血糖測定器等の高度管理医療機器等を取り扱う営業所は３

施設減少し、補聴器等の管理医療機器を取り扱う営業所は８施設減少した。 
 (令和 7年 3 月 31 日現在) 

区     分 総数 五所川原市 つがる市 鰺ヶ沢町 深浦町 鶴田町 中泊町 

薬 局 53 37 7 3 1 3 2 

卸 売 販 売 業 8 6 1 1    

店 舗 販 売 業 46 21 11 4 2 3 5 

配 置 販 売 業 5 3 2     

配 置 従 事 者 18 10 7   1  

特 例 販 売 業        

  一  般        

医 療 機 器 修 理 業 1 1      

高度管理医療機器等 54 37 9 4 1 2 1 

 

販売業 40 26 7 4 1 1 1 

貸与業        

販売業・貸与業 14 11 2   1  

管 理 医 療 機 器  232 117 56 18 13 13 15 

 

販売業 209 101 52 16 13 13 14 

貸与業        

販売業・貸与業 23 16 4 2   1 

毒 物 劇 物 販 売 業 69 29 19 5 3 3 10 

  

一   般 23 18 4    1 

農業用品目 43 9 15 4 3 3 9 

特定品目   3 2  1    

麻 薬 卸 売 業 1 1      

麻 薬 小 売 業 48 33 7 3 1 3 1 

医 薬 品 製 造 業         

医薬品製造販売業        

医 療 機 器 製 造 業 1 1      

薬局医薬品製造業        

薬局医薬品製造販売業        
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(3) 医療監視の状況 

病院及び診療所等が、医療法その他の法令に規定された適正な管理運営がされている

かどうか検査することにより、地域住民に適切な医療等が提供されることを目的に実施

している。  
 (単位：実施数(件)、実施率(％)) 

年   度 R6 R5 R4 

    実 施 率 等  

区分 
対象施設 

実 施 数 
対象施設 

実 施 数 
対象施設 

実 施 数 

実 施 率 実 施 率 実 施 率 

病 院 7 
7 

8 
8 

8 
8 

100.0 100.0 100.0 

一般診療所 76 
27 

75 
23 

77 
36 

35.5 30.7 46.8 

歯科診療所 39 
14 

39 
16 

43 
1 

35.9 41.0 2.4 

助 産 所 1 
 

1 
 

1 
 

   

施 術 所 82 
18 

84 
15 

88 
7 

22.0 17.9 7.8 

歯科技工所 11 
 

11 
 

11 
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(4) 薬事監視の状況 

薬局及び医薬品販売業者等が、関係法令を遵守し、医薬品等の適正な管理がされてい

るかどうか監視・指導を行い、消費者が安心して医薬品を購入できる体制の確保に努め

ている。また、麻薬取扱施設に対しては、麻薬及び向精神薬取締法に基づく適正使用や

保管管理について監視・指導している。 
(単位：実施数(件)、実施率(％)) 

年    度 R6 R5 R4 

    実施率等  

区分  対象施設 
実 施 数 

対象施設 
実 施 数 

対象施設 
実 施 数 

実 施 率 実 施 率 実 施 率 

薬 局 53 
52 

55 
36 

55 
32 

98.1 65.5 58.2 

卸 売 販 売 業 8 
7 

8 
9 

8 
2 

87.5 112.5 25.0 

店 舗 販 売 業 46 
16 

49 
18 

49 
13 

34.8 36.7 28.3 

配 置 販 売 業 5 
 

5 
 

5 
 

   

特 例 販 売 業  
 

 
 

 
 

   

医 療 機 器 修 理 業 1 
 

1 
1 

1 
 

 100  

高 度 管 理 医 療 

機 器 等 販 売 業 
40 

35 
42 

26 
40 

26 

87.5 61.9 65.0 

高度管理医療機器 

等販売業・貸与業 
14 

8 
15 

13 
15 

5 

57.1 

 

86.7 33.3 

管理医療機器販売業 209 
10 

217 
19 

213 
12 

4.78 8.76 

 

5.63 

管 理 医 療 機 器 

販 売 業 貸 与 業 
23 

 

 23 
 

21 
1 

   4.76 

医 薬 品 製 造 業  
 

 
 

 
 

   

医薬品製造販売業  
 

 
 

 
 

   

医 療 機 器 製 造 業 1 
 

1 
 

1 
 

   

薬局医薬品製造業  
 

1 
 

1 
 

   

薬 局 医 薬 品 

製 造 販 売 業 
 

 
1 

 
1 

 

   

毒 物 劇 物 販 売 業 69 
30 

73 
31 

75 
24 

43.5 42.5 32.0 

麻 薬 取 扱 施 設 91 
73 

91 
62 

 93 
46 

80.2 68.1 

 

49.5 
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(5) 不正大麻・けしの抜去状況                  

毎年 6 月から 9 月まで実施される「不正大麻・けし撲滅運動」の期間中に実施し、管

内市町を巡回の上、発見した際は除去している。 
                              (単位：箇所／本) 

     年度 

区分 R6 R5 R4 

大
麻 

管 内    

県 90/1,157,574 96/947,518 70/47,417 

け
し 

管  内 11/2,135 10/270 17/765 

県 42/3,718 42/3,095 48/2,895 

 

(6) 薬物乱用防止に関する研修会 

薬物乱用の防止を図るため地域に密着した啓発活動等が行われることを目的として、

研修会を実施している。 

年月日 実施場所 対象及び人数 

令和 6 年 7 月 3 日 五所川原市民学習情報センター 会員（27 名） 

令和 6 年 9 月 5 日 県立森田養護学校 学生等（40 名） 

令和 6 年 11 月 21 日 鰺ヶ沢町立西海小学校 小学生等（30 名） 

令和 6 年 11 月 28 日 深浦町立大戸瀬中学校 中学生等（18 名） 

 

(7) 移動採血車及び出張採血による献血状況 

「県内の医療機関で必要な血液はすべて県民の善意の献血で確保する」を基本理念に、

地域住民の理解を求め、血液センターの移動採血車等が職域等に出向き、献血者の協力

を得て確保に努めている。 

・ 令和 6 年度献血実績(献血バス分）           （令和 7 年 3月 31 日現在） 

区分 

 

市町村 

全血献血 

200ｍｌ(人) 400ｍｌ(人) 目標量（Ｌ） 確保量（Ｌ） 
達 成 率

（％） 

五所川原市 20 651 365.4 264.4 72.4 

つがる市 8 830 348.0 333.6 95.9 

鰺ヶ沢町  121 52.2 48.4 92.7 

深浦町  73 34.8 29.2 83.9 

中泊町  86 52.2 34.4 65.9 

鶴田町  182 87.0 72.8 83.7 

管内（計） 28 1943 939.6 782.8 82.4 

青森県 714 24134 9570.0 9796.4 102.4 

※成分献血については、平成 21 年度より献血バスが廃止。 
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(8）西北五地域災害医療対策協議会 

災害時において関係機関が連携して地域医療を確保するため、二次保健医療圏ごとに

地域災害医療対策協議会を設置し、災害時の連携体制構築に向けた協議を行うととも

に、日頃から顔の見える関係を築くことを目的としている。 

開催年月日・場所 出席人数 内       容 

令和６年 12 月３日（火） 

15:00～16:40 
36人 

１ 行政説明 

  本県の大規模災害発生時の体制等 

２ 報告事項 

 （１）令和４年８月及び令和５年７月に発生した豪雨災

害時の対応 

 （２）令和６年１月に発生した能登半島地震の派遣報告 

 

１-３ 感染症予防関係 
(1) エイズ予防関係 

保健所に相談窓口を開設し、エイズ及び性感染症のまん延防止を図るため、無料・匿

名での血液検査を月１回実施している。なお、平成24年 7月から夜間即日検査を導入し

た。 
                                  （単位：件） 

区分 

 

 

 

 

年度 

血液検査 相       談 

採血件数 相談件数 内     訳 

男 女 男 女 

電  話 来  所 

男 女 男 女 

R6 26 6 10 1 10 1   

R5 26 13 6  6    

R4 16 4 3 2 3 2   

 

(2) 肝炎ウイルス相談・検査事業 

保健所に相談窓口を開設し、C 型肝炎ウイルス及び B 型肝炎ウイルス感染者の早期発

見、早期治療を図り肝硬変や肝がん等への進行を予防することを目的に相談や血液無料

検査を実施している。  
  （単位：件） 

 区分 

 

 

年度 

血液検査 相       談 

採血件数 
相談件数 

内     訳 

男 女 電  話 来  所 

 R6   12 10 2 

 R5    2 2  

 R4      

 

(3) 肝炎治療特別推進事業 

C 型ウイルス性肝炎の根治を目的としたインターフェロン治療及びインターフェロン

フリー治療並びに B 型ウイルス性肝炎に対して行われるインターフェロン治療及び核酸

アナログ治療に要する医療費の一部を助成する事業であり、保健所が申請受理を行って



 

- 19 - 

いる。 
（単位：件） 

区分 

年度 
インターフェロン 

フリー治療 

インターフェロン治療 核酸アナログ製剤 

治療（更新含） C 型 B 型 

R6 17   78 

R5 12   78 

R4 9   76 

 

(4) 感染症発生状況 

令和６年は二類～五類感染症(全数把握)の発生が計 １７件あった。感染症発生時

は、感染源や感染経路の調査及び感染予防のための実地指導を行った。また、感染性胃

腸炎等が集団発生した際には、まん延防止に係る指導等を行った。 

（単位：件） 
区分 

年度 一類感染症 二類感染症 三類感染症 四類感染症 
五類感染症 

(全数把握)  

R6  

9 

 

1 

7 

 

 

 

 

R5  

8 1 3 

 

R4  

 

13 

 

 

4 

 

 

 

   1 

 

【集団発生状況】                          （単位：施設） 

      区分 

年度 

五類感染症（定点報告疾患） 

感染性胃腸炎 インフルエンザ その他 

R6 5 7 新型コロナウイルス感染症 24 

R5 7 12 新型コロナウイルス感染症 34 

R4 1  RS ウイルス感染症 1 

 

  

 結核  7 

 LTBI   2 

  

つつが虫病   1 

 結核  6 

 LTBI   2 

  

 腸管出血性大

腸菌感染症 1 

 

レジオネラ症 2 

つつが虫病   1 

梅毒    4 

進取性肺炎球

菌感染症  2 

百日咳    1 

レジオネラ症 3 

つつが虫病   1 
 結核  7 

 LTBI   6 

  

 カルバペネ

ム耐性腸内細

菌科細菌感染

症 1 
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１-４ 結核予防関係 
(1) 結核患者登録状況(市町別・活動性分類、年齢別) 

令和６年中の管内の新登録患者は８人で前年と同じであった。令和６年末の全登録患

者総数は２６人で前年末より２人減少した。新登録患者は、６５歳以上の高齢者は７人

であった。 

結核の早期発見、早期治療のため、接触者健康診断及び管理検診を推進するとともに、

結核に関する知識の普及啓発等を積極的に行っている。 

(1)－1－1 新登録患者数 市町別・活動性分類 
（令和 6年 1 月 1 日～12 月 31 日）（単位：人） 

区分 

 

 

 

 

市町名 

活動性結核 
潜在性

結核 

感染症 

(別掲) 
総数 

性別 
肺結核 

肺外結核

活動性 
喀痰塗沫陽性 その他

の結核

菌陽性 

菌陰性

その他 男 女 初回治療 再治療 

五所川原市 3 1 2 1  2    

つがる市 3 2 1 1   1 1  

鰺ヶ沢町 1  1 1      

深浦町          

鶴田町          

中泊町 1  1 1      

年 

R6 8 3 5 4  2 1 1    

R5 8 4 4 4 1 1  2 2 

R4 13 10 3 6 1  4 2 6 

 

(1)－1－2 新登録患者数 年齢別     （令和 6年 1 月 1 日～12 月 31 日）（単位：人） 

年齢階級 

 

市町名 

合計 
0～

9 

10

～

19 

20～

29 

30～

39 

40～

49 

50～

59 

60～

69 

70～

79 

80～

89 
90～ 

潜在性

結核 

感染症

(別掲) 

五所川原市 3(1)       1 1   1(1)  

つがる市 3(1)        2 1(1)   

鰺ヶ沢町 1(1)         1(1)   

深浦町             

鶴田町             

中泊町 1(1)         1(1)    

年 

R6 8(4)       1 1 3(1) 2(2) 1(1)  

R5 8(5)        1(1) 2(1) 2 3(3) 2 

R4 13(6)     1(1) 1(1) 1(1) 4(1) 5(2) 1 6 

65 歳以上は 7 人（87.5％）であった。     （  ）内は喀痰塗抹陽性を再掲。 
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(1)－2－1 全登録患者数 市町別・活動性分類 

（令和 6 年 12 月 31 日現在）（単位：人） 

区分 

 

 

市町名 

総数 

性別 

活動性結核 

不活動

性結核 

活動性

不明 

潜在性結

核感染症 

（別掲） 

肺結核活動性 
肺外 

結核 

活動性 

登録時喀痰塗沫陽性 登録時
その他の

菌陽性 

登録時

菌陰性

その他 男 女 
初回

治療 
再治療 治療中 観察中 

五所川原市 8 5 3     1 6 1 1 2 

つがる市 5 3 2 1   1 1 2   1 

鰺ヶ沢町 3 1 2    1  1 1   

深浦町             

鶴田町 2 1 1      1 1   

中泊町 4 2 2 1     2 1   

年 

R6 22 12 10 2   2 2 12 4 1 3 

R5 18 12 6 1 1 1  1 9 5 1 9 

R4 33 23 10 5 1  1 1 10 15 7 17 

 

(1)－2－2 全登録患者数 年齢別 

（令和 6 年 12 月 31 日現在）（単位：人） 

年齢階級 
 

 

市町名 

合計 

0

～

9 

10

～

19 

20

～

29 

30

～

39 

40～

49 

50～

59 

60～

69 

70～

79 

80～

89 
90～ 

潜在性結核

感染症  

(別掲)  

治療中 観察中 

五所川原市 8      2 1 1 3 1 1 2 

つがる市 5(1)       1 2 1(1) 1  1 

鰺ヶ沢町 3         3    

深浦町              

鶴田町 2         1 1    

中泊町 4(1)       1 2(1) 1    

年 

R6 22(2)      2 3 5(1) 9(1) 3 1 3 

R5 18(2)      2 2 5 7 2 1 9 

R4 33(5)   1   3(1) 5(1) 10(1) 14(2)  7 17 

65 歳以上は 19 人（86.4％）であった。   （  ）内は、登録時喀痰陽性を再掲。 
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(2) 結核患者罹患率及び有病率             （令和 6 年 12 月 31 日現在） 

区分 

市町名 

人口 

（人） 

新登録患者数 

（人）   

罹患率 

（人口 10 万対） 

活動性登録患者数 

（人） 

有病率 

（人口 10 万対） 

五所川原市 48，071 3 6.2 1 2.1 

つがる市 28，351 3 10.6 3 10.6 

鰺ヶ沢町 8，093 1 12.4 1 12.4 

深浦町 6，351     

鶴田町 11，096     

中泊町 8，526 1 11.7 1 11.7 

管

内

合

計 

R6 110，488 8 7.2 6 5.4 

R5 113，147 8 7.1 4 3.5 

R4 115，759 13 11.2 8 6.9 

R5 青森県 1,184,558 90 7.6 50 4.2 

R5 全国 124,351,877 10，235 8.2 6，782 5.4 

 

(3) 結核診査協議会の診査状況                    (単位：件) 

年度 感染症法 申  請 決定・承認 その他 その他の内訳 

R6 

第 37 条 12 12   

第 37 条の 2 12 12   

R5 

第 37 条 14 14   

第 37 条の 2 11 11   

R4 

第 37 条 16 16   

第 37 条の 2 33 33   

※第 37 条…入院勧告を受けた患者、第 37 条の 2…入院勧告以外の患者 
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(4) 接触者健康診断及び管理検診実施数                （単位：件） 

 

接触者健診 管理検診 

合計 
保健所

実施 

委託医

療機関 

他の受診 

を確認で 

きたもの 

合計 
保健所

実施 

定期病

状調査 

委託医

療機関 

他の受診 

を確認で 

きたもの 

年

度 

R6 24 24   38 25 1  12 

R5 40 38 2  47 41   6 

R4 59 54 5  38 33  2 3 

ツ反          

IGRA 20 20        

胸部エックス線 4 4   38 25 1  12 

被

発

見 

結核患者          

潜在性結核感染症          

 

(5) 訪問指導状況等 

訪問指導等により、新登録患者や登録患者への療養指導、接触者への感染予防、発病

予防の指導、正しい知識の提供、不安の軽減等を行っている。 

令和６年度は、訪問：７件（延べ１５件）、相談：電話延べ２件であった。 

 

(6) 結核対策特別促進事業実施状況 

ア 院内ＤＯＴＳ 

患者及び家族に対して結核の正しい知識を提供し、早期から不安の軽減と治療への

動機づけを図った。（対象４件） 

イ 地域ＤＯＴＳ 

服薬中断リスクやニーズに応じた服薬支援を、患者及びその家族、関係機関と連携

しながら実施した。訪問６件（延べ８０件）、薬局ＤＯＴＳ含むメールや電話は延べ

３件、来所は延べ８件であった。 
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(7) 市町長が行う結核定期健康診断及び BCG 接種状況          （単位：人） 

※受診者（Ｂ）欄には間接撮影を省略し直接撮影のみ実施した者を含む。 

 

(8) 事業所の長等が行う結核定期健康診断               （単位：人） 

※1 病院・診療所・助産所で業務に従事する者。 

※2 学校教育法に定める学校のほか、専修学校及び各種学校を含み、幼稚園を除く、生徒。 

※3 社会福祉法第 2 条第 2 項第 1 号及び第 3 号から第 6 号までに規定する施設の入所者。 

※4 受診者（Ｂ）欄には間接撮影を省略して直接撮影のみ実施した者を含む。 

 

 

  

 区分 

 

 

市町名 

胸部エックス線検査 精密検査 被発見 BCG 

対象者

(A) 

受診者

(B) 

受診率

(B/A)% 

対象者

(C) 

受診

者(D) 

受診率

(D/C)% 

菌

検

査 

結核 

発病

恐れ

あり 

対象者

(E) 

受診者

(F) 

受診率

(F/E)% 

五所川原市 18,952 3,620 19.1 92 40 43.4    167 178 100.6 

つがる市 11,961 3,782 31.6 6 5 83.3    150 88 58.7 

鰺ヶ沢町 4,001 786 19.6       28 15 53.6 

深浦町 3,606 920 25.5 17 17 100    13 11 84.6 

鶴田町 4,712 1,746 37.1       25 34 136 

中泊町 4,722 1,238 26.2 38 18 47.3    28 20 71.4 

年

度 

R6 47,954 12,092 25.2 153 80 52.3    411 346 84.2 

R5 48,097 12,415 25.8 144 90 62.5    489 521 106.5 

R4 48,081 11,880 24.7 194 166 85.6    437 433 99.1 

 区分 

 

 
事業所等 

胸部エックス線検査 精密検査 指導区分 

対象者

(A) 

受診者

(B) 

受診率

(B/A)% 

対象者

(C) 

受診者

(D) 

受診率

(D/C)% 
菌検査 

要 

医療 

要 

観察 

事業者 ※1 5,188 5,033 97.0 41 28 68.3    

学

校

※2 

高校 787 787 100.0 4 4 100.0    

その他 129 129 100.0       

施設 ※3 1,269 1,207 95.1 105 93 88.6    

年

度 

R6 7,373 7,156 97.1 150 125 83.3    

R5 7,163 6,905 96.4 159 136 85.5    

R4 8,307 7,500 90.3 142 111 78.2    
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１-５ 健康危機管理関係 
健康危機発生に備えた平常時からの準備として、当保健所職員を対象とした職場研修を

企画し、PPE（個人防護具）の着脱訓練を行った。 

 

健康危機管理に係る会議・研修会等 

開催年月日 場   所 内       容 

令和 6 年 6 月 14 日 

令和 6 年 6 月 20 日 

令和 6 年 6 月 21 日 

保健所 会議室 
感染予防策の基本 PPE着脱訓練 

受講者：保健所職員  

 

 

１-６ 新型インフルエンザ関係 
令和６年度は、抗インフルエンザウイルス薬の保管状況（8,000 カプセルを外部保管委

託）を確認した。西北地域新型インフルエンザ等対策協議会は開催しなかった。 

 

 

１-７ 西北五地域保健医療推進協議会 
青森県保健医療計画に基づき、西北五地域における医療連携体制や保健医療活動を効果

的に推進するために設置されている。青森県保健医療計画は青森県健康増進計画等の各種

計画と整合性を持った計画であり、本協議会は、地域の現状を把握し関係機関において果

たす役割等について意識共有を図ることを目的に開催している。 

 

開催年月日・場所 参加人数 内       容 

令和 7 年 2 月 20 日（木） 

15:00～15:45 

五所川原市 

市民学習情報センター 

32人 
①協議事項 

 「第三次西北五地域健康増進計画（案）」について 
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１-８ 人材育成・市町支援関係 

地域保健関係者研修 

地域住民が健康に対する意識を高め、地域で安心して生活できるよう、地域保健関係

者が健康な地域づくりをめざして、専門的知識や技術を習得し、生活者重視の保健福祉

サービスが提供できるように、地域保健関係者の資質向上と関係者間の連携強化を目的

に、研修会を実施している。 

 
回 開催年月日・場所 参加者 内  容 

1 

令和 6年 9月 13 日 

五所川原市民 

学習情報センター 

大教室 

17 人 

〈第 1回新任保健師研修〉 

(1)地域診断における量的データの活用 

公立大学法人青森県立保健大学健康科学部看護学科 

教授 古川 照美 氏 

(2)若手保健師へのエール 

鰺ヶ沢町ほけん福祉課 地域包括支援センター 

次長 神 靜 氏 

2 

令和 6年 9月 30 日 

五所川原市中央公民館 

大ホール 

12 人 

〈西北地域感染症対策研修会> 

(1)感染性胃腸炎の基礎知識と嘔吐物処理について 

つがる西北五広域連合 つがる総合病院 感染管理室 

感染管理認定看護師 伝法谷 ゆかこ 氏 

3 

令和 6年 12 月 4 日 

五所川原市民 

学習情報センター 

大教室 

17 人 

〈第 2回新任保健師研修〉 

(1)事例検討 

公立大学法人青森県立保健大学健康科学部看護学科 

教授 古川 照美 氏 

4 

令和 6年 12 月 13 日 

五所川原市民 

学習情報センター 

大教室 

46 人 

〈令和 6 年度第 1 回五所川原保健所保健師業務連絡会議〉 

※令和 6 年度五所川原保健所難病対策地域協議会と併催 

『災害時の難病患者支援』 

(1)能登半島地震の保健師派遣から考えた地域での災害の備え 

 五所川原保健所 健康増進課 主査 江良 育子 

(2)人工呼吸器装着者への災害時の対応 

 株式会社フィリップス・ジャパン 弘前事業所  

根岸 拓未 氏  渋谷 洋平 氏 

5 

令和 7年 1月 17 日 

五所川原市民 

学習情報センター 

大教室 

15 人 

〈第 3回新任保健師研修〉 

(1)地域看護診断 

 公立大学法人青森県立保健大学健康科学部看護学科 

 教授 古川 照美 氏 

6 

令和 7年 2月 18 日 

五所川原市民 

学習情報センター 

第 1 教室 

15 人 

〈令和６年度第 2 回五所川原保健所保健師業務連絡会議〉 

『大規模災害時の保健活動』 

(1)自然災害に備えた保健師活動のガイドラインの読み合せ 
(2)発災直後からフェーズ2までの保健活動拠点の動き(演習) 

(3)情報共有 

①保健所から 

  ・産後再喫煙調査について 

  ・糖尿病性人工透析調査について 

  ・３歳児肥満度調査について 

 ②市町から 
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１-９ 職場研修の実施状況 
保健所職員の資質向上を目的として実施している。 

 

 

年月日・場所 テーマ・講師 受講者 

 

①令和 6年 5 月 23 日、24 日 

 

 

 

②令和 6年 6 月 14 日、20 日 

        21 日 

③令和 6年 10 月 29 日、30 日 

 

 

④令和 6年 12 月 25 日、26 日 

 

 

⑤令和 7年 2 月 26 日、27 日 

 

 

【場所】保健所会議室 他 

 

災害発生時保健所対応研修 

(1)第 1 回 

 ①災害への備えについて理解する 

 ②災害時の対応について理解する 

 ③WMAIL を用いた安否確認を実施できる 

(2)第 2 回 

 PPE 着脱研修 

(3)第 3 回 

 ①アクションカード、災害物品について 

 ②物品確認 

(4)第 4 回 

 ①クロノロ・ToDo について 

 ②情報処理演習 

(5)第 5 回 

 発災時の情報収集について 

 

【講師】五所川原保健所災害所内研修チーム 

保健所職員 

 

 

 

 


